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1. ワークショップの開催結果 

第１回、第２回のワークショップ結果を踏まえ、第３回では「釜戸地区の将来像について考え

よう」と題し、中京高校の学生の皆さんにも参加いただきながら、３グループに別れ釜戸地区の

将来像（釜戸地区における理想の暮らし方）を考えていただいた。 
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取りまとめたまちづくりの方向性として主に下記の意見が多く見られた。 

 

 Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 

まちの

将来像 

どっきり びっくり ゆったり  

まったり どうだ！釜戸！ 
釜戸の楽しみ方 

おなかいっぱい！ 

星いっぱい！ 

めざす

方向性 

〇特徴を出す 

〇賑わいの仕掛け 

（空き家・怖い仕掛け） 

〇自然・空き家を活かす 

（自然＋施設、自然そのも

のを楽しむ） 

〇ゆったり交流 

〇健康 

〇交流・教育・健康 

〇便利 

〇賑わい 

〇人が集まる店 

〇農と食の魅力づくり 

〇自然を活かした魅力づくり 

〇新しい楽しみ追加 

〇生活環境 

〇実現するには働く場や人

も必要 

〇イベントで集まる 

〇まちのイメージづくり 

〇住んでもらうため、来ても

らうための情報発信 

〇来やすくなる交通環境の

改善（駅で降りてもらう） 

 

〇人が増えている 

〇子どもが安心して遊べる 

〇買い物を便利に 

〇駅前をにぎやかに 

〇にぎやかな場所づくり 

〇釜戸の名産づくり 

（⇒休耕田を活用したくだ

ものづくり） 

〇自然は大事！ 

〇 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち

に・・・ 

 

 

 

これらから、まちづくりの視点と方向性としては、下記が重要であると考えられる。 

 

  ＜暮らしを支える視点＞ 

〇安心して暮らせる 

〇暮らしの質を高める 

 

＜賑わいを創りだす視点＞ 

〇資源を活かす 

〇個性を創りだす 

〇交流を生み出す 
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まちづくりの視点と方向性をもとに、第３回ワークショップで出された具体のキーワード

を整理すると下記のとおりである。 

 

視点 
まちづくりの 
方向性 

主な 
ターゲット 具体のキーワード 

暮らしを 
支える 

安心して暮らせる 住民 

交通 
・公共交通の充実（終電時間の延
長） 

・多様な交通手段の確保 

生活利便施設 
・スーパー 
・コンビニ 

医療・福祉施設 
・介護施設 
・病院 

暮らしの質を高め
る 

住民 

教育施設 
・教育施設の充実 
・寺子屋、幼老学校 

レクリエーション施設 

・映画館 
・温泉 
・ゲーセン・カラオケ 
・子どもが安心して遊べる遊具・公
園、プール 

・カフェ、屋台村等飲食店 

賑わいを 
創りだす 

資源を活かす 来訪者 

自然環境 

・水晶山 
・河川（土岐川、佐々良川）、滝 
・蛍・川エビ・サワガニ 
・農業 
・きれいな空気 
・自然景観 
・ゆったり 

温泉 ・釜戸温泉 

未利用資源 
・空き家 
・休耕田 

その他 
・祭 
・農業体験 

個性を創りだす 来訪者 

自然 

・花畑 
・ロッククライミング（ボルダリング） 
・アスレチック 
・水辺公園 

食べ物 

・特産品（くだもの、ジャム、麦飯、
自然薯） 

・フルーツ狩り（日本一の～） 
・美食のまち 
・釜戸の土産づくり 

その他 

・キャラクター、地元アイドル 
・インスタ映え 
・ライトアップ 
・きもだめし 
・駅前に価値のあるものをつくる 

交流を生み出す 
住 民 ・ 来 訪
者 

施設 

・温泉 
・カフェ 
・駅・駅周辺のイメージアップ（降り
てもらえる駅） 

交流拠点づくり 

・バイク・自転車のツーリング拠点 
・キャンピングカー 
・ＢＢＱ場 
・道の駅 
・デートスポット 

イベント 
・多彩なイベント（音楽、アート、Ｓ
ＮＳの活用等） 

 


